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私達の身の回りは現象であふれています。現象を「わかる」とはどういうこと
でしょうか︖現象をわかりたいと思うとき、それをどのように、どこまで突き詰め
れば「わかった」と言えるのでしょうか︖現象を「数理的・数学的に」わかりた
いと思うとき、この世はまだまだ未解明なことだらけと言えます。
興味をもった現象に対して、数学を駆使して解明に取り組むとき、その何
か１つでもが研究によって前進すれば、人間の知の進歩に寄与できること
はもとより、自分だけが垣間見れた現象の「深み」に感動できます。
数学を用いた研究は、すぐにたくさんの成果がでたり、すぐに世の中の役に
立ったりできるものではありませんが、辛抱強く考え、悩み、地味な計算を

（時には何年も︕）続けると、はじめはぐちゃぐちゃだったけど徐々にすっきりま
とまっていく理論構築の過程を経験することができます。そのような経験を
すると、世の中がいかに秩序よく成り立っているか、人間がこれまで積み上
げてきた科学が自然現象の記述にいかに有効なものになっているか、など
を実感することができます。そのような経験は、自然そのものや学問・人間
活動に対する敬意の気持ちにつながり、その人の生き方にも影響してくる
ように思います。

この研究はどう役立つ︖研究から学べることは︖

水環境汚染および資源枯渇化は世界中で深刻な社会問題になってい
ます。ナノ吸着材および無機ー有機複合吸着材の開発は、多くの国々で
必要とされている水環境汚染物質の除去技術、都市鉱山などの廃棄
物等からの資源回収技術による水環境の保全および循環型社会づくり
に役立ちます。
研究では、新しい吸着材を合成し、吸着材の構造解析および物質吸着
特性を評価・解析します。研究を通して、物質の合成技術、分析技術、
物質分離に関する専門的な知識を身につけることができます。

無機層状化合物に有機イオンの官能基の機能（錯体形成能、疎水性
相互作用など）を付与することで水溶液から特定の金属イオンや非イオン
物質を選択的に吸着できる選択的吸着分離材の開発

この研究はどう役立つ︖研究から学べることは︖

ヒ素やセレンなどの毒性の強い
有害陰イオンを吸着できる「pH
領域が広い」、「大きな飽和吸
着量をもつ」ナノ吸着材の開発

研究内容
水環境保全のための高性能ナノ
吸着材の開発

特異的な物質分離・捕捉機能を有する無機ー有機複合吸着材の開発

気体も液体も固体も、いずれも小さな粒々が連続的に集まったものであ
り、これらは「連続体」といわれ、その運動は流体力学の方法を用いて方
程式（微分方程式）で表すことができます。いろいろな現象の連続体モデ
ルを考えて、その数学解析を行っています。

宇宙にある星の多くはガスでできてい
ます。そのガスの運動は、圧縮性粘
性流体の基礎方程式を用いて記述
できます。
たとえば右図の「木星」は典型的なガ
ス惑星ですが、その内部はどうなって
いるのか、なぜ自分自身の重力（自
己重力といいます）でつぶれないの
か、表面の大斑点は何なのか、など
…、物理的には「こういうことだろう」と
提唱される理論（実験結果など）が
ある場合にも、それらの数学的な検
証となるとまだまだなことが多いです。

研究内容
流体の運動の数学解析

天体の内部構造の解明

現象（特に流体現象）の数学解析

水環境保全と資源回収に挑む新しい吸着材

ひとこと
若いうちにたくさん本を読み、見聞を広め、思い悩もう。

工学基礎教育センター 准教授
梅原　守道

ひとこと
　あなたにとってなりたい将来の自分像はどんなものです
か︖今は明確でなくても、「できるかもしれない」、「やってみ
たい」の気持ちを大切にして、自分自身の可能性を狭め
ることなくチャレンジし、将来の選択肢を広げませんか。

工学基礎教育センター　准教授
大榮（おおえ）　薫

出身:宮崎県宮崎市（宮崎大宮高等学校卒業）
趣味:スイミング、ヨガ、テニス
講義:基礎化学、化学概論、応用物質化学特論、等
専門:分離工学、環境分析化学

出身:熊本県
趣味:クレーンゲーム、マラソン（ランニング）
講義:数学解析、線形代数、物理的現象の数理解析
専門:偏微分方程式論、流体力学

無機層状化合物にα-アミノ酸を付与した複合吸着材によるCd2+イオン
選択的吸着モデル

木星の画像（提供︓NASA）

流体の運動を記述する Navier-Stokes（ナヴィエ・ストークス）方程式

酸化鉄系ナノ吸着材の電子顕微鏡写真

酸化鉄系ナノ吸着材によるヒ素吸着特性
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ヒ素(V)吸着できる
pH領域拡大

ヒ素(V)の飽和
吸着量向上
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